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総　
務　

　
今
年
の
防
災
対
策
は
、
５
月
31
日

阿
蘇
市
防
災
会
議
を
開
催
し
、
昨
年

７
月
の
豪
雨
災
害
時
の
実
情
と
検
証

を
も
と
に
、
関
係
機
関
、
区
長
会
役

員
の
方
々
と
、
今
後
の
防
災
対
策
、

非
常
時
の
連
絡
体
制
・
対
応
な
ど
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
「
命
を
守
る
こ
と
」
を
第
一

に
、
早
め
の
避
難
や
明
る
い
う
ち
の

避
難
の
呼
び
か
け
な
ど
、
区
長
や
地

域
の
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
と
連

携
を
深
め
た
避
難
対
策
を
進
め
る
一

方
、
有
事
の
備
え
と
し
て
、
職
員
の

待
機
体
制
の
強
化
、避
難
準
備
情
報・

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の
発
令
基
準

の
明
確
化
や
避
難
所
の
総
括
的
な
見

直
し
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
方
々
に

は
、
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
が
確
実

に
伝
わ
る
よ
う
サ
イ
レ
ン
放
送
を
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
伝
達
手
段
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
、
６
月
８
日
に
古
城
１
区
か

ら
古
城
４
区
を
対
象
に
避
難
訓
練

（
情
報
伝
達
訓
練
、
地
域
巡
回
訓
練
、

避
難
誘
導
訓
練
、
防
災
講
演
会
）、

６
月
15
日
・
８
月
31
日
・
10
月
５
日

の
３
回
に
わ
た
り
、
県
と
協
働
で
実

施
す
る
防
災
講
座
、
16
日
に
は
阿
蘇

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
災
害
時
、
阿
蘇
市

の
情
報
伝
達
手

段
の
お
知
ら
せ

端
末
や
、
気
象

情
報
な
ど
の
情

報
収
集
の
基
と

な
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
が

各
所
で
断
線
し
、

そ
の
機
能
が

隅
々
ま
で
果
た

せ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
施
設
間
の

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ケ
ー
ブ
ル
の

強
靭
化
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ

に
的
確
、
か
つ
、
迅
速
に
対
応
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

機
構
改
革
・
組
織
再
編
を
行
い
ま
し

た
。
市
民
の
方
々
に
分
か
り
や
す
い

組
織
に
し
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た

行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
市
の
大
切
な
予
算
・
財
政
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
災
害
に
よ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ

れ
る
中
、
25
年
度
は
骨
格
予
算
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
方
々

の
生
活
に
関
係
す
る
、
特
に
緊
急
的

な
事
業
は
、
補
正
予
算
で
対
応
し
ま

し
た
。

　
今
回
、国
の
補
正
予
算
で
あ
る「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
を
可
能
な

限
り
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
事
業

平
成
25
年
度

施
政
方
針
（
要
旨
）６月定例議会で、施政方針を述べる佐藤阿蘇市長

（１）防災対策の充実
●�阿蘇火山等防災対策事業（ガス対策監視員・噴
火対策費用など）　2,686万円　

●阿蘇広域行政事務組合負担金（消防費）
　3億 7,914万円

●消防団活動事業　6,599万円
●�消防施設整備事業（消火栓、防火水槽設置、小
型ポンプ更新など）　2,429万円　

●防災行政無線非常用蓄電池取替事業　711万円
（２）ネットワーク環境の整備　　　　　　
●光ネットワーク事業　2,205万円

（３）税の公平・公平性の確保
●家屋全棟調査委託事業　1,724万円

総 務 関 係 の 主 な 事 業

6 月 8 日に行われた避難訓練のようす

平成 25 年度　施政方針 ― administrative policy
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の
積
み
上
げ
を
行
っ
た
結
果
、
本
市

へ
の
第
一
次
配
分
額
が
、
ほ
ぼ
予
定

ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
財
政

安
定
化
を
強
く
意
識
し
、
災
害
か
ら

の
復
旧
復
興
を
最
優
先
し
、
事
業

の
費
用
対
効
果
を
深
く
精
査
し
な
が

ら
、
財
政
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
時
の
辺
地
総
合
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、今
回
３
地
域（
山

崎
・
横
堀
・
坂
の
上
）
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
後
、他
の
３
地
域
（
遊
雀・

荻
の
草
・
立
塚
）
も
、
適
宜
、
策
定

し
、
生
活
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
一
方
、
本
市
の
自
主
財
源
は
30
％

弱
で
あ
る
こ
と
と
、
国
の
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源

移
譲
の
要
因
に
よ
っ
て
、
税
負
担
の

公
平
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
賦
課
部
門
（
固
定

資
産
税
）
を
、
更
に
安
定
し
た
歳
入

財
源
と
す
る
た
め
、
現
在
、
家
屋
課

税
の
公
平
性
を
目
的
に
市
内
全
域
の

全
棟
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
徴
収
部
門
は
、
今
年
度
、

阿
蘇
郡
市
７
市
町
村
協
働
に
よ
る

「
併
任
徴
収
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
今
後
、
阿
蘇
郡
市
一
体
と
な
り

専
門
的
徴
収
体
制
で
の
税
収
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

医
療
福
祉　

　
自
治
体
の
大
き
な
役
割
と
し
て
、

福
祉
と
医
療
と
介
護
の
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

誰
で
も
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

り
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
行
政
の
役

目
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
は
「
障
害
者
総
合
支

援
法
」が
施
行
さ
れ
、障
害
者
の
方
々

の
範
囲
に
難
病
な
ど
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。
言
葉
の
不
自
由
な
方
々
が
如

何
に
意
思
を
伝
達
す
る
か
、
そ
の
一

つ
と
し
て
、
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

が
設
け
ら
れ
、
市
町
村
一
体
で
取
り

組
み
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
、
昨
年
、
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
の
成
立
を
う
け
て

「
阿
蘇
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
設
置
し
ま
す
。
多
様
な
子
育
て
環

境
の
把
握
に
努
め
、
保
護
者
の
方
々

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
育
環
境
を
整
え
、
地
域
で
育
て
る

子
ど
も
、
社
会
で
支
え
る
子
育
て
の

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
、
住
民
の

方
々
が
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
阿
蘇
地

域
の
中
核
医
療
を
担
う
「
阿
蘇
中
央

病
院
」
は
、
本
年
１
月
に
着
工
、
基

礎
杭
打
ち
工
事
が
終
了
し
、
着
々
と

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
併
せ
て
Ｃ

Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
血
管
造
影
装
置
な
ど

の
高
度
医
療
設
備
の
調
達
と
電
子

カ
ル
テ
導
入
準
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
早
期
の
開
院
と
救
急
医
療
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
度
は
、
県
地
域
医
療

再
生
計
画
の
最
終
年
度
に
な
り
ま
す

の
で
、
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
支
援
事

業
で
あ
る
脳
卒
中
患
者
の
方
々
へ
の

急
性
期
治
療（
ｔ-

Ｐ
Ａ
投
与
治
療
）

の
拡
充
と
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
啓

発
を
図
る
な
ど
、
病
診
連
携
推
進
事

業
、
小
児
救
急
啓
発
事
業
、
病
理
診

断
機
能
支
援
事
業
な
ど
に
も
並
行
し

て
取
り
組
み
、
ま
た
、「
阿
蘇
中
央

病
院
」
と
「
波
野
診
療
所
」
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
た
、
安
全
・
安
心
な

医
療
提
供
が
出
来
る
環
境
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
保
険
分
野
に
つ
い
て
、
国
保
、
介

護
、後
期
高
齢
な
ど
の
保
険
事
業
は
、

窓
口
を
統
一
化
し
、
便
利
で
安
心
し

て
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
を
重
視
し
た
体
制
の
中
で
、
事
業

の
健
全
運
営
に
今
後
も
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
各
保
険
事
業
と
連
携
し
特

定
健
診
受
診
率
の
向
上
、
保
健
指
導

の
充
実
に
よ
る
疾
病
重
症
化
の
予

防
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
、
右

医 療 福 祉 関 係 の 主 な 事 業

（１）高齢者・障がい者福祉などの充実
●阿蘇市社会福祉協議会運営費負担金　4,499万円
●高齢者住宅改造助成事業費補助事業　583万円
●老人クラブ連合会活動等事業補助事業　969万円
●敬老会補助事業　874万円
●シルバー人材センター事業　180万円
●重度心身障がい者医療費助成事業　8,040万円
●手話奉仕員養成研修委託事業　65万円
●自立支援医療費（更生医療分）助成事業　3,000万円
●自立支援給付事業など　6億 1,729万円
●生活保護費　2億 9,236万円　　　

（２）子育て支援の充実
●保育園運営費　10億 8,507万円
●児童手当事業　4億 1,643万円
●育児、児童扶養手当事業　1億 6,350万円
●乳幼児医療費助成事業　4,500万円
●児童生徒医療費助成事業　2,040万円
●子ども子育て支援会議事業　185万円
●母子家庭支援事業　1,092万円
●放課後健全育成委託事業　1,543万円

（３）保健・医療の充実
●病院建設事業（本体工事・医療機器購入）　

24億 9,588万円
●輪番制（日曜・祝日在宅）病院運営補助事業

　1,018万円
●インフルエンザ予防接種・個別接種委託事業

　8,613万円
●各種健診委託事業　4,660万円
●妊婦・乳幼児検診等委託事業　1,940万円
●国民健康保険給付事業など　39億 4,041万円
●介護保険給付事業　26億 7,370万円
●介護予防事業（地域支援事業）　7,690万円
●後期高齢者医療広域連合会負担金事業　9億 4,414万円
●鍼灸給付事業　1,152万円
●特定健診（保健指導）事業　3,078万円
●後期高齢者医療健康診査事業　680万円

（４）人権教育・啓発の推進
●人権啓発事業（施設管理運営費含む）　5,647万円
●男女共同参画推進事業　136万円

平成 25 年度　施政方針administrative policy ― 
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肩
上
が
り
を
続
け
る
医
療
費
、
介
護

費
用
の
適
正
化
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

　
な
お
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
ヒ
ブ・小
児
用
肺
炎
球
菌・

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
定
期

予
防
接
種
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
り
ま

し
た
の
で
、
範
囲
を
拡
大
し
た
感
染

症
予
防
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
し
た
「
一
の
宮
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
今
月
５
日
か

ら
温
泉
施
設
の
営
業
を
再
開
し
て
お

り
、
７
月
上
旬
に
は
全
施
設
が
再
開

し
ま
す
。

　
次
に
、
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ

く
り
、
人
づ
く
り
に
つ
い
て
、
基
本

理
念
で
あ
る
「
人
権
教
育
及
び
人
権

啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
地
域
社
会
、
学
校
現
場
や
職

場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
・
機
会
を

捉
え
、
人
権
教
育
・
啓
発
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
特
に
今
年
度
は
、
尾
ヶ
石
東
部
小

学
校
で
「
人
権
の
花
」
運
動
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
阿
蘇
大
津
人
権

啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
、
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
と
連
携
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、
引
き

続
き
関
係
機
関
と
協
力
し
、
男
女
が

協
働
す
る
社
会
を
目
指
し
、
固
定
的

役
割
分
担
意
識
の
払
拭
と
課
題
解
決

に
取
り
組
み
ま
す
。

経　
済　

　
農
林
畜
産
業
の
充
実
と
繁
栄
は
、

本
市
の
観
光
資
源
に
直
結
し
、
切
り

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、車
の
両
輪
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
農
政
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
、

食
料
自
給
率
の
向
上
と
持
続
可
能
な

力
強
い
農
業
の
実
現
に
向
け
、
地
域

の
中
心
と
な
る
経
営
体
（
個
人
、
法

人
、
集
落
営
農
）
へ
の
農
地
集
積
、

新
規
就
農
者
・
担
い
手
の
育
成
を
行

い
、
農
地
の
保
全
、
集
落
機
能
の
維

持
を
目
指
し
ま
す
。

　
農
業
振
興
策
は
、
経
営
所
得
安
定

対
策
の
推
進
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
中
心
経
営
体
の
農
地
集
積
及

び
新
規
就
農
者
の
支
援
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
・
集
落
に
お
け
る

課
題
な
ど
の
整
理
や
解
決
策
の
検
討

を
含
め
た
意
向
調
査
を
行
い
、
生
産

性
の
向
上
、
農
作
業
の
省
力
化
、
実

情
に
合
っ
た
経
営
規
模
の
拡
大
を
図

る
プ
ラ
ン
を
今
年
度
中
に
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

　
心
配
さ
れ
て
い
る
農
地
な
ど
の
災

害
復
旧
対
策
は
、
営
農
再
開
を
優
先

し
圃
場
整
備
区
域
内
の
土
砂
撤
去
を

行
い
、
水
稲
作
付
け
に
遅
れ
が
出
ま

し
た
が
、
お
お
む
ね
５
月
ま
で
に
終

了
し
ま
し
た
。
残
り
の
農
地
に
つ
い

て
は
、転
作
を
含
め
、生
産
者
の
方
々

が
安
心
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
山や
ま
あ
い間
の
畑
地
域
や
点
在
す

る
被
災
農
地
な
ど
の
復
旧
も
、
引
き

続
き
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
治
山
事
業
は
、
治
山
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
（
激
特
事
業
）
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
森
林
経
営
計
画
と
併
せ
、
林

内
の
路
網
整
備
や
列
状
間
伐
を
行

経 済 関 係 の 主 な 事 業

（１）農林畜産業の振興　　　　
〇農業振興
●農道整備事業　2,800万円
●県営経営体育成基盤整備事業水路工事負担金事業　1,142万円
●熊本県農地・水・環境保全協議会補助事業　3,431万円
●農地・水保全管理支払交付金事業　8,248万円
●�中山間地域総合整備事業県営事業負担金（三野・八反
田地区）　2,640万円
●中山間地域総合整備事業県営事業負担金（２期分）　690万円
●経営所得安定対策推進事業　1,234万円
●青年就農者支援事業　1,200万円
〇畜産振興
●阿蘇あか牛草原再生補助事業　2,505万円
●家畜導入事業補助事業　930万円
●家畜導入事業資金供給事業補助事業　1,104万円
●�牛異常産予防接種補助、放牧寄生虫駆除薬補助、赤牛
産直素牛導入補助　839万円
●草千里ヶ浜池牛馬飲用水対策工事　500万円
〇林業振興　
●森を育てる間伐材利用推進事業補助事業　2,620万円
●林道整備事業　1,802万円
●森林整備地域活動支援交付金事業補助金　1,600万円
●森林総合研究所分収造林事業業務委託事業　1,400万円
〇災害復旧事業
●農業用施設等災害復旧事業　3億 539万円
●林業用施設等災害復旧事業　520万円
※平成 24年度からの繰越分
●農業用施設等災害復旧事業　9億 2,740万円
●林業用施設等災害復旧事業　6,060万円

（２）商工・観光・地域づくりの推進
●商工会・観光団体等補助事業　3,046万円
●商店街活性化補助事業（空家等対策事業）　683万円
●阿蘇観光戦略づくり委託事業　360万円
●阿蘇の花の祭典補助事業　700万円
●地域振興型イベント補助事業　1,500万円
●国内・海外観光客誘致事業　300万円
●阿蘇「草・観・然」活性化事業補助金　4,194万円
●観光案内板工事　200万円
●阿蘇山公園道路管理事業　8,596万円　
●健康づくりの郷推進補助事業　950万円
●人づくり・地域づくり補助事業　502万円
●緊急雇用創出基金事業　3,955万円

平成 25 年度　施政方針 ― administrative policy

急ピッチで建設が進む阿蘇中央病院



い
、
災
害
に
強
い
、
よ
り
安
全
な
環

境
整
備
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
観
光
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
よ
り
資
源
活
用
を
実
感
す
る
発

展
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
阿
蘇
山
観
光
の
充

実
、
温
泉
の
魅
力
、
雄
大
な
景
観
保

全
と
地
域
、
草
原
再
生
に
、
引
き
続

き
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
被
災
し
た
豊
肥
本
線
の

早
期
復
旧
（
８
月
４
日
運
転
再
開

予
定
）、
歴
史
、
観
光
施
設
、
温
泉
、

道
の
駅
、
体
験
型
観
光
（
各
種
ツ
ー

リ
ズ
ム
）
な
ど
を
含
め
、
文
化
的
資

源
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
る
滞
在
型

観
光
、地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
特
に
10
月
か
ら
運
行
が
予
定
さ
れ

て
い
る
豪
華
寝
台
特
急「
な
な
つ
星
」

へ
の
期
待
は
大
き
く
、
阿
蘇
駅
に
数

時
間
滞
在
す
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
（
お
も
て
な
し
）
の
機
運

と
注
目
度
を
高
め
る
情
報
発
信
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、入
湯
税
を
財
源
と
し
た「
鉱

泉
源
施
設
管
理
運
営
補
助
金
」
は
、

目
的
税
で
あ
る
と
い
う
原
点
に
返

り
、
再
生
と
飛
躍
の
取
り
組
み
に
活

力
を
注
ぐ
、
阿
蘇
「
草
・
観
・
然
」

活
性
化
補
助
金
と
し
て
展
開
を
し
て

い
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ　

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
っ

て
、
ズ
タ
ズ
タ
に
な
っ
た
生
活
基
盤

の
立
て
直
し
に
、
今
、
全
力
投
入
し

な
が
ら
、
復
旧
か
ら
未
来
へ
と
繋
が

る
社
会
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
決
意
し

て
い
ま
す
。

　
山
腹
崩
壊
は
治
山
事
業
で
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
砂
防
、
黒
川
河

川
の
復
旧
事
業
に
つ
い
て
も
、
県
直

轄
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
治
山
・
砂
防
事

業
は
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
着
手
さ
れ

て
い
な
い
現
状
で
す
。

　
黒
川
河
川
の
激
特
事
業
は
「
輪
中

堤
、
遊
水
池
、
嵩
上
げ
」
が
中
心
で

す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
十
分
な
住
民

の
方
々
の
合
意
を
得
ら
れ
て
お
ら

ず
、
早
期
に
丁
寧
な
協
議
の
場
を
設

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
被
災
地
で
あ
る
古
城
地
区

の
生
活
道
路
に
つ
い
て
も
、
県
か
ら

バ
イ
パ
ス
構
想
が
早
々
に
打
ち
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
明
確
な
方

針
が
示
さ
れ
ず
、
災
害
計
画
に
沿
っ

た
市
の
方
向
性
が
出
せ
な
い
と
い
う

事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
と
し
て
は
、
阿
蘇
市

幹
線
道
路
（
通
称
８
ｍ
道
路
）
の
機

能
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
防
災
避
難

道
を
意
識
し
た
生
活
路
線
の
要
と
し

て
、
現
行
計
画
に
加
え
、
両
山
橋
交

差
点
か
ら
古
城
２
区
の
集
落
を
結
ぶ

路
線
、
内
牧
中
央
線
と
８
ｍ
道
路
を

結
ぶ
路
線
の
整
備
計
画
に
着
手
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
橋
梁
に
つ
い
て
も
、
地
震

及
び
老
朽
化
対
策
の
長
寿
命
化
修
繕

計
画
を
策
定
し
、災
害
に
堪
え
得
る
、

よ
り
安
全
性
と
通
行
に
支
障
を
与
え

な
い
必
要
な
整
備
を
進
め
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
民
間
住
宅
へ
の
耐
震
診
断

事
業
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
特
に
画
期
的
な
こ
と
は
、
国
か
ら

国
道
57
号
滝
室
坂
の
ト
ン
ネ
ル
化
の

実
施
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

平
成
５
年
か
ら
大
分
県
と
連
携
し
て

き
た
中
九
州
高
規
格
道
路
期
成
会
活

動
は
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
お
お
む
ね
８
年
以

内
に
開
通
を
目
指
す
意
向
で
す
が
、

本
市
と
し
て
は
、
測
量
、
用
地
買
収

な
ど
関
係
す
る
事
業
に
積
極
的
に

国
・
県
と
連
携
協
力
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
早
期
開
通
を
目
指
し
関

与
し
て
い
き
ま
す
。生

活
環
境　

　
自
然
環
境
と
豊
か
な
資
源
、
快
適

な
住
民
生
活
の
整
備
に
つ
い
て
、
総

合
的
・
計
画
的
な
環
境
施
策
を
行
う

た
め
「
阿
蘇
市
環
境
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
自
然
と
共
生
す
る
環
境
都

市
の
実
現
と
優
れ
た
景
観
を
保
全
す

る
た
め
、平
成
26
年
度
を
目
途
に「
阿
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インフラ関係の主な事業

（１）地域交通などの整備　　　　　　
〇道路などの整備
●市道維持・新設改良事業　2億 9,674万円
●幹線道路（市道支線・広域農道分）整備事業

　1億 4,030万円
●河川・橋梁維持改修事業　1億 5,537万円
〇公共交通の整備
●地方バス運行等特別対策補助事業　6,350万円
●乗合タクシー運行補助事業　475万円

（２）災害復旧事業　　
●河川等災害復旧事業　10億 2,480万円
●歴史の道豊後街道災害復旧事業　9,220万円
※平成 24年度からの繰越分
●河川等災害復旧事業　7億 3,999万円
●その他公共用施設災害復旧事業　1億 8,018万円

平成 25 年度　施政方針administrative policy ― 

ことし 4 月に完成した阿蘇駅前の噴水広場



蘇
市
景
観
計
画
」
及
び
「
阿
蘇
市
景

観
条
例
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
本
年
の
下
水
道
事
業
は
、
管
渠
整

備
を
坊
中・南
黒
川
地
区
に
計
画
し
、

建
設
中
の
「
阿
蘇
中
央
病
院
」
も
含

め
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
計
画
は
、
来
年

度
か
ら
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
ト
ラ

ブ
ル
や
事
故
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
幹

線
管
渠
の
改
修
整
備
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
国

の
有
利
な
補
助
金
「
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
懸
案
の
新
小
里

団
地
、
池
尻
団
地
の
各
３
棟
目
の
建

設
を
行
い
、年
度
内
入
居
を
目
指
し
、

既
存
の
市
営
住
宅
は
、
ス
ト
ッ
ク
改

善
事
業
計
画
で
改
修
を
行
い
、
市
営

住
宅
の
維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

教　
育　

　
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
し

て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
一
層
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。
学
校
施
設
の
安

全
対
策
は
、
引
き
続
き
阿
蘇
西
小
学

校
校
舎
・
山
田
小
学
校
体
育
館
の
耐

震
補
強
改
修
工
事
、
ま
た
一
の
宮
中

学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
耐
震
補
強
と

併
せ
、
北
側
校
舎
の
大
規
模
改
修
工

事
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
計
画
さ
れ
て
い
る
学
校
規
模
適
正

化
は
、子
ど
も
た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
、

生
き
る
力
、
豊
か
な
感
性
を
身
に
つ

け
成
長
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
と
学

力
向
上
の
た
め
、
一
の
宮
中
校
区
の

小
学
校
統
合
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

28
年
４
月
開
校
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
住
民

の
方
々
と
共
に
連
携
協
力
し
な
が
ら

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を
更
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
力
向
上
を

目
指
し
今
年
度
か
ら
、
年
に
数
回
の

土
曜
日
の
半
日
授
業
を
試
行
し
て
い

き
ま
す
。

　
５
年
目
を
迎
え
る
、
阿
蘇
世
界
文

化
遺
産
推
進
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
顕

著
な
普
遍
的
価
値
を
証
明
す
る
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
基
準

へ
の
適
合
、
資
産
の
真
正
性
、
完
全

性
を
証
明
す
る
た
め
、
踏
み
込
ん
だ

協
議
を
進
め
、
世
界
文
化
遺
産
と
し

て
「
阿
蘇
」
を
守
る
景
観
条
例
並
び

に
景
観
保
全
計
画
の
素
案
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

終
わ
り
に　

　
今
年
は
復
興
元
年
と
し
て
防
災
に

強
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
、
防
災
の
体
制
を
よ
り

強
化
し
、
住
民
の
方
々
と
と
も
に
災

害
の
恐
さ
を
よ
り
共
通
認
識
し
、

●�

危
険
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
、
自
発

的
に
避
難
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

●�

日
頃
よ
り
、
危
険
な
場
所
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
非
常
時
の
安
全

な
避
難
経
路
を
確
保
し
て
い
た

だ
く
こ
と

●�

気
象
情
報
、
市
か
ら
の
情
報
に
つ

い
て
、
注
意
深
く
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
を
お
願
い
し
、
市
と
し
て
も
万

全
の
態
勢
で
、住
民
の
方
々
の
安
全・

安
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
は
昨
年
、
大
災
害

に
遭
い
、
火
山
も
抱
え
て
い
ま
す
。

県
・
専
門
的
機
関
を
通
じ
「
全
国
土

砂
災
害
防
止
の
集
い
」
全
国
大
会
、

「
２
０
１
４
火
山
砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

全
国
大
会
の
招
致
に
向
け
、
積
極
的

な
活
動
を
行
い
、
防
災
に
対
す
る
取

り
組
み
を
本
市
一
丸
と
な
り
推
進
し

て
い
き
ま
す
。　
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生活環境関係の主な事業

（１）市営住宅の保全　　　　　　
●市営住宅整備事業　7,918万円

（２）生活環境の整備
●�阿蘇広域行政事務組合負担金（火葬、ＲＤＦ
施設、リサイクル施設、最終処分場、し尿処
理）　8億 2,738万円
●合併処理浄化槽設置整備事業費補助事業

　4,712万円
●ごみ収集運搬及びごみ処理事業　4,209万円
●上水道・簡易水道整備事業　4億 2,779万円
●下水道整備事業　5億 2,411万円
●ASO環境共生基金事業　235万円
●�交通安全対策事業（交通指導員、ガードレー
ル、カーブミラー設置など）　1,741万円
●住宅・建築物耐震診断補助事業　86万円

教 育 関 係 の 主 な 事 業

（１）学校教育などの充実　　
●一の宮中校区小学校統合事業　1億 200万円
●一の宮中学校旧体育館解体等工事　4,500万円　
●英語指導助手費用　1,138万円
●給食センター運営費用　2億 355万円　
●図書館運営費用　7,474万円

（２）生涯学習の充実・文化の振興　
●文化協会・郷土芸能保存活動補助事業　208万円
●阿蘇市子ども芸術祭実行委員会補助事業　200万円
●生涯学習及びスポーツ振興事業　1,376万円
●世界遺産登録推進事業　3,215万円
●�公民館活動費用（分館活動・地区公民館整備補助など）　1,624万円

（３）社会体育・スポーツの充実　
●体育施設維持管理運営費用　1億 1,679万円
●火の国・阿蘇クロスカントリー大会補助事業　180万円
●火の山旗スポーツ大会補助金　150万円
●�農村公園あぴか陸上競技場・弓道場トイレ配管改修及
びトラック補修工事　499万円
●波野グラウンドトイレ改修工事　101万円
●アゼリア 21自動制御装置改修工事　254万円

平成 25 年度　施政方針 ― administrative policy

問い合わせ
《予算に関すること》

　財政課 ☎２２ ‐ ３２０４

《施政方針に関すること》
　総務課 ☎２２ ‐ ３１１１




